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研究背景

2022年中⽇新聞｜税収⽬当てに若者に飲酒奨励？
国税庁企画「サケビバ！」が物議



研究背景

適度な飲酒適度な飲酒

血行促進

動脈硬化予防

etc....

血行促進

動脈硬化予防

etc....

生活習慣病防止生活習慣病防止

2005年 今泉和彦・⽴屋敷かおる：体⼒科学｜飲酒と健康

研究背景

2014年 今⽥純雄・伊⾖英恵・⻑⾕川智⼦：⽇⼼第78回⼤会｜習慣的
飲酒と幸福感・健康との関連(2)

社会性飲酒社会性飲酒

⾷事性飲酒⾷事性飲酒

主観的幸福感
主観的健康感
主観的幸福感
主観的健康感



研究背景

2006年 三徳和⼦・⾼橋俊彦・星旦⼆：川崎医療福祉学会誌｜主観的
健康感と死亡率の関連に関するレビュー

主観的健康感主観的健康感 早期死亡の
リスク

早期死亡の
リスク

研究背景

飲酒頻度飲酒頻度

主観的幸福感主観的幸福感

主観的健康感主観的健康感



研究の流れと目的

飲酒と主観的幸福感・健康感について
意識調査

データ収集データ収集
１

データ分析データ分析
２

考察考察
３ ⽬的

若者に対して統計的に推奨できる

飲酒方法を提案

飲酒⇔主観的幸福感・健康感

【分散分析(多重比較)・相関分析】

研究方法
2023/10/31〜2023/11/2調査期間

楽天インサイト調査⽅法

25〜30歳の飲酒者(男⼥)被験者

①ほとんど飲まない
②週1〜2回飲酒
③週3〜4回飲酒
④週5〜6回飲酒
⑤毎⽇飲酒

頻度

500サンプル回収数
※⾮飲酒者対象外



研究方法
標本数性別飲酒頻度年齢職業
50男性ほとんど

飲まない

25〜30歳社会⼈

50⼥性
50男性週1〜2 50⼥性
50男性週3〜4 50⼥性
50男性週5〜6 50⼥性
50男性毎⽇ 50⼥性

研究方法(質問概要)

SC1:職業
SC2:年齢
SC3:飲酒頻度
Q1:主観的幸福感(6段階)
Q2:主観的健康感(6段階)
Q3:飲酒時の状況(6段階)
Q4:飲酒時の状況は好ましいか(6段階)
Q5:⽇常的な飲酒量
Q6:外飲みの際の⾏きつけの有無(2択)



仮説

•幸福感、健康感ともにMAXになる

飲酒頻度があるのでは？

頻度少

幸
福
感
・
健
康
感

頻度多

分散分析(多重比較)とは
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分散分析(多重比較):
飲酒頻度と幸福感の関係

0

1

2

3

4

5

6

飲まない 週1〜2 週3〜4 週5〜6 毎⽇

有意差無し

分散分析(多重比較):
飲酒頻度と健康感の関係

0

2

4

6

飲まない 週1~2 週3~4 週5~6 毎⽇

:5％有意

:10％有意



仮説は間違っていた！！
しかし…

相関分析：
飲酒状況と幸福感・健康感

主観的健康感主観的幸福感
相関係数相関係数状況

0.076-0.0141.⼀⼈で家飲み
0.016-0.0222.⼀⼈で外飲み
0.1570.1993.家族で家飲み
0.1100.1914.家族で外飲み
0.0690.1745.友⼈（恋⼈を含む）と家飲み

0.1030.1826.友⼈（恋⼈を含む）と外飲み
0.1240.1967.会社の4⼈未満の飲み会
0.0760.1708.会社の4⼈以上の飲み会
0.1030.1959.会社の同期・後輩・部下との飲み会

0.1150.20210.会社の上司を含んだ飲み会

:1％有意 :5％有意 :10％有意 :有意性無し



相関分析：
行きつけの飲み屋と幸福感の関係

相関係数
0.0781.居住地の近く（1⼈飲み）
0.1422.居住地の近く（複数⼈）
0.1203.職場の近く（1⼈飲み）
0.1634.職場の近く（複数⼈）
0.0845.それ以外の場所（1⼈飲み）
0.1796.それ以外の場所（複数⼈）

:1％有意 :10％有意

考察

飲酒の頻度飲酒の頻度
幸福感
健康感の
上昇

幸福感
健康感の
上昇



考察

ちなみに…

どれくらい飲むかどれくらい飲むか 誰とどこで飲むか誰とどこで飲むか

チェンジ

行かないと損！！

•SHOT BAR BR
060-0062 札幌市中央区南2条西5丁目31-5

三雄ビル1F

•THE LONG BAR
064-0805 札幌市中央区南5条西3丁目7

ANAホリデイイン札幌すすきの1F


